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資料４

鳥取県の原子力防災対策
（令和元年度の取り組み）

令和２年３月２７日（金）



令和元年度の主な取組
１ 概要
２ 原子力防災訓練
３ 地域防災計画と広域住民避難計画の修正
４ 住民等への普及啓発
５ 資機材整備
６ 安定ヨウ素剤の備蓄及び服用体制
７ 原子力防災アプリの改修
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１ 地域防災計画（原⼦⼒災害対策編）、広域住⺠避難計画の修正（令和２年３⽉２４⽇、防災会議）
（１）原⼦⼒防災訓練等を通じた⾒直し

・要配慮者避難にかかる移送体制の確保や原⼦⼒防災アプリの多⾔語化及び活⽤強化
・⺠間事業者との連携の強化による原⼦⼒災害時における対応能⼒の強化

（２）防災体制の強化
・避難の円滑化に資する設備整備などによる対応強化

（３）国の計画・指針修正の反映
・原⼦⼒施設のトラブル・事故時の状況を判断する基準の⾒直し

２ 原⼦⼒防災訓練の実施
（１）島根原⼦⼒発電所対応 ※7/24（展開訓練）、7/31（船舶訓練）、 8/26,10/7（図上訓練）

・11/8・9(本部等運営訓練等)、11/10(避難等の実動訓練)、参加者︓38機関 約1,720名（住⺠約350人）
・訓練項目･･･①迅速な初動対応の確⽴ ②複合災害対応⼿順の確認（地震災害と原⼦⼒災害）

③円滑な住⺠避難と屋内退避の実施
（２）人形峠環境技術センター対応

・10/16 、参加者︓15機関 約80名
・訓練項目･･･①初動対応〜本部運営における活動・連携の確認 ②事象進展に応じた対応⼿順の確認

３ 県⺠等への普及啓発（放射線に対する正しい理解と防護対策への共通の理解に向けた普及・啓発活動）
（１）原⼦⼒防災講演会 7/6 米⼦市役所、7/7 境港市役所 延べ87名〔講師︓横浜薬科大学 加藤 真介氏〕
（２）放射線研修会 8/22 三朝町総合文化ホール、8/23県東部庁舎 延べ89名〔講師︓量⼦科学技術研究開発機構 富永 隆⼦氏〕
（３）原⼦⼒発電施設等現地研修会（⾒学会）※島根県原⼦⼒防災センター及び島根原⼦⼒発電所）

・4/20（27名参加）、7/27（76名参加）、11/25（19名参加）
（４）避難先及び避難経路確認訓練（避難計画の理解促進や避難への不安軽減のため避難先施設等事前確認）

・11/24（境港市中浜地区（⼣⽇ヶ丘１丁目）住⺠18名参加）
（５） 原⼦⼒防災ハンドブックの作成（約21万部）

・H25年度から毎年屋内退避や避難時の留意点等をまとめたハンドブックを作成。H29年版から県内全⼾配布

１ 概要①
①令和元年度原子力防災に関する主な取組
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区分 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期
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１ 概要②

4

現
地
研
修
会

４/２０

講
演
会

７/６,７

避
難
先
・避
難
経
路

確
認
訓
練

１１/２４

バ
ス
等
運
転
業
務

関
係
者
研
修
会

２/１７

バ
ス
等
運
転
業
務

関
係
者
研
修
会

８/３０

船
舶
訓
練

７/３１

島
根
原
子
力
発
電
所
対
応

１１/８～１０

人
形
峠
環
境
技
術

セ
ン
タ
ー
対
応

１０/１６

＃
１
図
上
訓
練

８/２６

現
地
研
修
会

１１/２５

②令和元年度のスケジュール

放
射
線
研
修
会

８/２２,２３

現
地
研
修
会

７/２７

＃
２
図
上
訓
練

１０/７

展
開
訓
練

７/２４



２県６市による島根原⼦⼒発電所対応の原⼦⼒防災訓練は、平成２３年度から実施しており令和元年
度で９回（国の原⼦⼒総合防災訓練との合同訓練は令和元年度が初めて）、実動の住⺠避難を伴う訓
練は８回実施。
【令和元年度実施状況】
①訓練参加機関・参加者数︓３８機関、約１,７２０名（うち住⺠約３５０名）

この他、11⽉9⽇実施の児童引渡し訓練では児童、保護者、教職員約300名が参加
②訓練日程及び内容

※他に、当県独自でで8月２６日、１０月７日に図上演習を、７月２４日に展開訓練、７月３1日船舶避難訓練をそれぞれ実施

③本年度の訓練の特徴

２ 原子力防災訓練［島根原子力発電所対応］①
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・国との合同訓練により、国との情報共有及び国・県の連携した意思決定について訓練を通じて確認を⾏った。
・複合災害（地震）の想定で、３⽇間にわたり訓練を⾏った。
１⽇目［警戒事態〜施設敷地緊急事態］
２⽇目［施設敷地緊急事態〜全⾯緊急事態］
３⽇目［放射性物質放出後の対応］

・これまでの訓練により得られた教訓の確認と新たに事項について検証

実施日 参加機関・参加者 主な訓練内容

１１⽉ ８⽇ １４機関・約１９０名 災対本部等運営訓練、ＯＦＣ訓練 等

１１⽉ ９⽇ １８機関・約９３０名
（住⺠１９０名）

緊急時モニタリング訓練、避難経路確保訓練
ＢＣＰ訓練、原⼦⼒災害医療活動訓練 等

１１⽉１０⽇ ２７機関・約６００名
（住⺠１６０名） 住⺠避難訓練、避難退域時検査訓練 等



２ 原子力防災訓練［島根原子力発電所対応］②
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２ 原子力防災訓練［島根原子力発電所対応］③

災対本部等運営訓練（11/8～10 ）

原子力災害医療訓練（消防学校SCU）（11/9）

物資補給訓練（11/9）

原子力災害医療訓練（美保基地）（11/9）

OFC訓練（11/8～10 ）

原子力災害医療訓練（消防学校SCU）（11/9）情報収集訓練（11/8～9）
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